
第６１代会長スローガン 
 
水と月 無私の心で We Serve 

 

クラブ運営方針 
 
60 年の歩みに感謝し、これからの 60 年に踏み出そう。 

後ろに道あり、前に道無し、でも進もう。 

家族と、仲間と、地域と、国と、世界と、そして子供達と 

  Think together 共に考え 

  Serve together 共に奉仕し 

  Enjoy together 共に楽しむ 

  That is LIONS, I believe.  

それがライオンズと信じます。 

 

 7月 14 日（火）、本

年度最初の第 1441

回例会が金沢ニュー

グランドホテル「銀

扇」にて開催されま

した。 

 例会では桑島会長

より本年度最初のご

挨拶があり、会長ス

ローガン、クラブ運営方針についてお話しされまし

た。 

 スローガンについては、剣の達人塚原卜伝が私情

の入らない剣を目指したといわれていることや、前

田利家の奥方まつも秋の月を水にうつすと心が綺麗

になり無私の心になれると語ったこと等のエピソー

ドを交えながら、秋の夜明前に霞ヶ池の水面にうつ

る月を見て無私の心になれる、そのような麗しい心

で行ってこそ奉仕活動であり、我々の果たすべき義

務であるという自覚を持って奉仕活動を行うことの

大切さをお話し頂きました。また、運営方針について

は、第一次世界大戦のさなかアメリカでライオンズ

クラブが誕生した翌年にスペイン風邪が流行し、「We 

Serve」の精神で様々な困難を乗り越えてきたことや、

高村光太郎の詩「道程」を引用しながら、過去の船旅

での経験から、船は先に道標がなくても進む、しかし

後ろをみると通ってきた跡がみえる、常に前に道の

ない世界を開き、歩いた後ろには辿った後が道にな

ったのだと思います、我々も前に進もうではありま

せんかとお話しされました。そして、共に考え、共に

奉仕し、そして共に楽しみましょう、それがライオン

ズだと信じていますという言葉とともに１年間の協

力を皆様にお願いし、本年度初例会のご挨拶を締め

くくられました。 

 続いて、アワード表彰報告がありました。LCIF100

ドル基金表彰、環境保全活動に対する表彰が前会長

Ｌ.野村正典より報告されました。 

 次に、前年度皆出席者の顕彰が行われ、12 名の皆

様に記念品が贈呈されました。その後、前年度決算報

告が前会計 L.三浦雅博より、前年度監査報告が前会

計監査Ｌ.紺谷修より、新年度予算報告が財務委員長

Ｌ.松尾靖よりそれぞれ報告されました。続いて、本

年度地区ＧＭＴコーディネーターとして出向される

Ｌ.作田一則に委嘱状が交付されました。 

 委員会アワーでは各委員会より、今年度の運営方

針についてお話がありました。 

① 会員（GMT/FWT/会則）委員会（副委員長Ｌ.若林

佳生） 

本年度は会員 3 名純増を目指してまいります。 

② 計画委員会（委員長Ｌ.須加晃太郎） 

自分自身も楽しめる運営を目指し、皆様が出席し

たくなる例会の運営企画、メンバーの融和と理解

を進めるため、メンバースピーチを進めてまいり

ます。 

③ 姉妹提携（YCE／LCIF）委員会（委員長Ｌ.野村正

典） 

昨年は大垣 LCと交流できなかったので、コロナ

禍でも何とか交流をもちたいと考えています。ま

た、国内で起きている水害に対して楽しく大きく

献金を行いたいと考えています。 

④ 総務委員会（委員長Ｌ.浦田東一） 

引き続きクラブ HP・Facebook・Lion Newsの管理

運営を行ってまいります。 

 最後にテールツイスターのＬ.草野哲也より、昨年

は計画委員長を務めましたが、本年度は今まで大変

だなあと思っていたテールツイスターを拝命し、口

下手ながら一年間頑張ってまいりますと、緊張し、高

揚した面持ちでお話し頂き、本年度最初の例会が無

事に終了致しました。 

（記事 計画委員会） 

  

------------------------------------------------------------------------------------------------- 

編集後記  いよいよ新年度が始まりました。ニューノーマルと言われる中、新しいことにもチャレンジし、１年間活

動していきましょう。一年間よろしくお願い致します。（担当、L.浅野雅幸） 
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第 1442回例会 




